
　

所

有

者

の

手

間

な

く

、

「

空

き

家

」

の

悩

み

を

解

決

す

る

「

ア

キ

サ

ポ

」

で

、

第

５

回

日

本

サ

ー

ビ

ス

大

賞

の

国

土

交

通

大

臣

賞

を

受

賞

し

た

ジ

ェ

ク

ト

ワ

ン

代

表

取

締

役

の

大

河

幹

男

氏

は

、

生

産

性

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

応

じ

た

。

空

き

家

が

大

き

な

社

会

問

題

と

し

て

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

る

中

、

不

動

産

業

界

が

二

の

足

を

踏

ん

で

い

た

「

空

き

家

」

の

活

用

に

い

ち

早

く

取

り

組

み

、

問

題

の

解

決

に

先

鞭

を

つ

け

た

。

大河　幹男（おおかわ・みきお）

成城大学卒業後、大手製鉄会社系

商社から大手デベロッパーを経

て、２００９年にジェクトワンを設立

し、代表取締役に就任。

「アキサポ」の仕組み

■

空

き

家

問

題

は

解

決

で

き

る

　

ジ

ェ

ク

ト

ワ

ン

は

２

０

０

９

年

、

渋

谷

の

小

さ

な

ビ

ル

の

一

角

で

創

業

し

た

。

不

動

産

会

社

は

、

フ

ァ

ミ

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ン

、

ワ

ン

ル

ー

ム

マ

ン

シ

ョ

ン

、

ア

パ

ー

ト

、

ビ

ル

、

ホ

テ

ル

な

ど

そ

れ

ぞ

れ

単

一

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

特

化

す

る

の

が

一

般

的

だ

が

、

同

社

が

扱

う

物

件

は

住

宅

、

宿

泊

施

設

、

商

業

施

設

、

店

舗

、

老

人

ホ

ー

ム

な

ど

多

岐

に

渡

る

。

　

こ

の

「

マ

ル

チ

カ

テ

ゴ

リ

ー

」

の

強

み

を

生

か

し

、

２

０

１

６

年

に

空

き

家

解

決

サ

ー

ビ

ス

「

ア

キ

サ

ポ

」

を

開

始

し

た

。

空

き

家

の

悩

み

に

対

し

て

寄

り

添

い

、

活

用

や

買

い

取

り

な

ど

の

様

々

な

選

択

肢

の

中

か

ら

最

適

な

プ

ラ

ン

を

提

案

し

、

所

有

者

の

手

間

な

く

、

悩

み

を

解

決

す

る

の

が

特

徴

だ

。

　

空

き

家

は

物

件

ご

と

に

特

性

や

課

題

が

異

な

る

。

周

辺

地

域

を

回

っ

て

綿

密

な

ヒ

ア

リ

ン

グ

を

行

い

、

最

適

な

コ

ン

バ

ー

ジ

ョ

ン

を

企

画

、

提

案

す

る

。

住

宅

、

オ

フ

ィ

ス

、

店

舗

、

倉

庫

な

ど

の

開

発

ス

キ

ー

ム

を

持

つ

企

画

力

で

、

年

々

反

響

が

増

加

し

、

行

政

や

企

業

・

大

学

と

の

協

業

に

も

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

今

で

は

都

心

だ

け

で

は

な

く

、

地

方

の

「

空

き

家

」

に

も

対

象

を

広

げ

る

な

ど

、

「

空

き

家

問

題

解

決

の

リ

ー

デ

ィ

ン

グ

カ

ン

パ

ニ

ー

」

を

目

指

し

て

い

る

。

大

河

氏

は

「

『

ア

キ

サ

ポ

』

を

日

本

全

国

の

空

き

家

解

決

の

イ

ン

フ

ラ

サ

ー

ビ

ス

へ

と

育

て

て

い

き

た

い

。

空

き

家

問

題

は

、

必

ず

解

決

で

き

る

と

確

信

し

て

い

る

」

と

意

気

込

む

。

■

「

活

用

」

と

い

う

選

択

肢

　

ア

キ

サ

ポ

を

立

ち

上

げ

た

の

は

、

２

０

１

５

年

に

「

空

家

等

対

策

の

推

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法

」

が

施

行

さ

れ

、

空

き

家

が

大

き

な

社

会

問

題

と

し

て

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

た

た

め

だ

。

　

当

時

の

不

動

産

業

界

に

お

け

る

空

き

家

対

策

と

い

え

ば

、

単

な

る

「

空

き

家

管

理

」

か

、

売

却

を

目

的

と

し

た

「

空

き

家

セ

ミ

ナ

ー

（

仲

介

業

）

」

し

か

な

か

っ

た

。

そ

れ

で

は

根

本

的

な

解

決

に

は

な

ら

な

い

し

、

何

よ

り

「

愛

着

あ

る

実

家

を

手

放

し

た

く

な

い

（

売

り

た

く

な

い

）

」

と

い

う

所

有

者

の

心

情

に

寄

り

添

え

て

い

な

い

と

感

じ

た

。

そ

こ

で

、

所

有

者

の

金

銭

的

・

時

間

的

な

コ

ス

ト

を

ゼ

ロ

に

し

、

売

却

や

解

体

で

は

な

い

「

活

用

」

と

い

う

第

３

の

選

択

肢

を

提

供

す

る

サ

ー

ビ

ス

を

考

案

し

た

。

　

「

空

き

家

」

問

題

に

正

面

か

ら

取

り

組

も

う

と

考

え

た

根

底

に

は

、

大

手

デ

ベ

ロ

ッ

パ

ー

時

代

に

感

じ

て

い

た

「

建

物

主

体

で

計

画

す

る

開

発

事

業

へ

の

違

和

感

」

が

あ

る

。

大

河

氏

は

「

商

業

や

工

業

が

適

し

て

い

る

土

地

に

住

居

を

建

て

て

し

ま

う

よ

う

な

乱

開

発

で

は

な

く

、

そ

の

土

地

や

地

域

ニ

ー

ズ

に

合

っ

た

建

物

を

造

る

こ

と

こ

そ

が

本

来

の

姿

だ

。

ア

キ

サ

ポ

に

取

り

組

む

こ

と

で

、

こ

う

し

た

商

慣

習

に

風

穴

を

開

け

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

と

考

え

た

」

と

振

り

返

る

。

　

阪

神

・

淡

路

大

震

災

で

、

木

造

家

屋

密

集

地

域

で

多

く

の

人

が

亡

く

な

っ

た

こ

と

に

も

心

を

痛

め

た

。

「

災

害

に

強

い

ま

ち

づ

く

り

」

を

進

め

る

こ

と

も

不

動

産

会

社

の

使

命

だ

と

強

く

感

じ

、

事

業

の

原

点

と

な

っ

て

い

る

。

■

営

業

か

ら

Ｐ

Ｒ

戦

略

に

転

換

　

ア

キ

サ

ポ

の

実

装

に

は

、

二

つ

の

大

き

な

壁

が

立

ち

ふ

さ

が

っ

た

。

一

つ

目

は

社

内

外

か

ら

の

反

対

と

資

金

調

達

の

壁

だ

。

　

不

動

産

事

業

は

銀

行

か

ら

融

資

を

受

け

て

レ

バ

レ

ッ

ジ

を

効

か

せ

る

の

が

常

識

だ

が

、

空

き

家

活

用

は

不

動

産

売

買

で

は

な

い

た

め

融

資

が

受

け

ら

れ

な

い

。

そ

の

た

め

、

最

初

は

自

己

資

金

を

持

ち

出

し

て

事

業

を

行

う

し

か

な

い

。

同

業

他

社

か

ら

は

「

な

ん

で

わ

ざ

わ

ざ

利

益

に

な

ら

な

い

こ

と

を

や

る

ん

だ

」

と

疑

問

視

さ

れ

、

社

内

か

ら

も

「

そ

ん

な

リ

ス

ク

を

取

る

こ

と

は

や

め

て

く

だ

さ

い

」

と

猛

反

対

さ

れ

た

。

　

し

か

し

、

同

社

に

は

す

で

に

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

事

業

や

リ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

事

業

で

の

安

定

し

た

売

上

基

盤

が

あ

っ

た

。

そ

の

利

益

を

ア

キ

サ

ポ

事

業

へ

の

先

行

投

資

と

し

て

回

す

こ

と

で

、

ア

キ

サ

ポ

が

軌

道

に

乗

る

ま

で

の

時

間

を

稼

ぐ

こ

と

が

で

き

た

。

大

河

氏

は

「

地

道

に

活

用

実

績

を

積

み

重

ね

た

結

果

、

現

在

で

は

事

業

実

績

が

認

め

ら

れ

、

複

数

の

地

方

銀

行

等

か

ら

事

業

資

金

の

融

資

を

受

け

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

」

と

話

す

。

　

二

つ

目

は

、

空

き

家

情

報

の

獲

得

と

信

頼

構

築

の

壁

だ

。

サ

ー

ビ

ス

開

始

当

初

は

、

空

き

家

を

探

し

て

飛

び

込

み

訪

問

を

し

た

り

、

電

話

を

か

け

た

り

、

Ｄ

Ｍ

を

３

０

０

０

件

ほ

ど

送

っ

た

り

し

た

が

、

反

響

は

ほ

ぼ

な

か

っ

た

。

空

き

家

の

所

有

者

は

、

自

分

の

意

志

で

情

報

を

取

捨

選

択

し

て

い

る

人

が

多

く

、

直

接

的

な

営

業

を

し

て

も

効

果

が

な

い

こ

と

に

気

付

き

、

パ

ブ

リ

シ

テ

ィ

効

果

を

狙

っ

た

Ｐ

Ｒ

戦

略

へ

と

舵

を

切

っ

た

。

　

テ

レ

ビ

や

新

聞

な

ど

の

取

材

を

積

極

的

に

受

け

、

ア

キ

サ

ポ

の

社

会

的

な

意

義

な

ど

を

取

り

上

げ

て

も

ら

う

こ

と

で

、

空

き

家

所

有

者

に

「

自

分

に

も

メ

リ

ッ

ト

が

あ

る

有

益

な

サ

ー

ビ

ス

だ

」

と

認

知

・

信

用

し

て

も

ら

え

る

よ

う

に

な

っ

た

。

■

Ａ

Ｉ

で

空

き

家

の

流

通

改

革

　

ア

キ

サ

ポ

を

日

本

全

国

の

空

き

家

解

決

の

イ

ン

フ

ラ

サ

ー

ビ

ス

へ

と

育

て

る

た

め

の

具

体

的

な

戦

略

が

「

Ａ

Ｉ

・

Ｄ

Ｘ

の

活

用

」

だ

。

ア

キ

サ

ポ

で

培

っ

た

ノ

ウ

ハ

ウ

と

生

成

Ａ

Ｉ

技

術

を

融

合

さ

せ

た

Ａ

Ｉ

空

き

家

流

通

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

「

空

き

家

の

コ

タ

エ

」

を

開

発

し

た

。

　

こ

の

サ

ー

ビ

ス

に

よ

り

、

流

通

市

場

に

乗

り

に

く

か

っ

た

空

き

家

の

価

値

（

売

却

価

格

・

賃

貸

活

用

費

・

解

体

費

用

）

を

多

角

的

に

可

視

化

し

、

所

有

者

の

意

思

決

定

を

支

援

す

る

。

　

ア

ナ

ロ

グ

で

行

っ

て

き

た

調

査

や

査

定

業

務

を

Ａ

Ｉ

で

合

理

化

・

効

率

化

す

る

こ

と

で

、

「

ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

な

活

用

提

案

」

や

「

人

間

な

ら

で

は

の

キ

ラ

リ

と

光

る

仕

事

」

に

リ

ソ

ー

ス

を

注

力

す

る

。

　

大

河

氏

は

「

究

極

の

ゴ

ー

ル

は

『

空

き

家

を

な

く

す

こ

と

』

だ

。

空

き

家

を

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

な

『

負

動

産

』

と

し

て

放

置

す

る

の

で

は

な

く

、

新

た

な

魅

力

を

持

つ

『

価

値

動

産

（

Ａ

Ｋ

Ｉ

Ｙ

Ａ

）

』

へ

と

生

ま

れ

変

わ

ら

せ

る

。

住

宅

を

非

住

宅

（

カ

フ

ェ

や

シ

ェ

ア

オ

フ

ィ

ス

な

ど

）

に

転

用

し

て

新

た

な

サ

ー

ド

プ

レ

イ

ス

を

創

出

す

る

な

ど

、

不

動

産

の

最

適

化

を

通

じ

て

地

域

社

会

の

活

性

化

に

貢

献

し

て

い

き

た

い

」

と

決

意

を

示

し

た

。


